









































審査委員：主査  白石 隆 
委員  道下 徳成（副査） 
委員  高原 明生（副査） 
委員  本名 純（副査） 
 
本論文の最終報告に引き続き、平成 23年 2月 3日（木）13時半より審査委員会が開催
された。審査委員は白石隆教授（主査）、道下徳成准教授（副査）、高原明生教授（副査）、
本名純教授（副査）の 4名であり、論文の構成、データの収集と分析、論理の展開といっ
た点において、完成度の高い優れた論文であると評価された。またその際、以下のような
点について、修正が提言された。 
 
（１）ある分析のレベルでは、方法的に、中国の行動の合理性を想定した分析が可能で
ある。その分析のレベルを明示する。 
（２）それに関連し、「中国」を一つのまとまりのあるアクターとして想定することの
根拠と理由を明示する。 
（３）論文の結論部分をもう少し丁寧に書き足す。 
（４）南シナ海における紛争について、東南アジア諸国の対応について、追加的に文献
サーベイを行う。 
（５）中国の非軍事アクターの位置付けを明確にする。 
（６）南シナ海と東シナ海の分析対象時期について明示的に説明する。 
（７）中国語資料を使用しないことの意味を明らかにする。 
（８）本論文が最近の中国の海洋活動を理解する上でも有用な分析視覚を提示している
ことを明示する。 
 
上記のコメントに対して、著者は直ちに論文の修正を行い、修正稿を提出し、主査の最
終確認を経た上で各審査委員の了解を得た上で博士論文最終版として提出した。審査委員
全員は本論文が本学博士論文として妥当であると結論つけた。 
